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はじめに 1

 

 

 過去 1 年を振り返ると、平成 23 年 11 月から平成 24 年にかけての日本海側を中心とした

度重なる大雪、4 月 3 日から 5 日にかけて急速に発達した低気圧による西日本から北日本に

いたる記録的な暴風と高波、5 月 6 日に強い上空寒気と下層暖湿流によって引き起こされた

東日本の竜巻、7 月 11 日から 14 日にかけて梅雨前線に流れ込んだ湿潤空気による九州北部

を中心とした豪雨、8 月 13 日から 14 日にかけての前線による近畿中部を中心とした局地

的大雨など、大きな人的・物的被害をもたらした気象災害が頻繁に発生している。 
 
 このような激しい気象現象に係る防災気象情報や日々の天気予報をきめ細かく作成する

ためには、その基礎となる数値予報の精度向上が不可欠である。これを実現するため、平

成24年6月5日にそれまでの約30倍の計算能力を有するスーパーコンピュータを導入し、

8 月 30 日には 2km 格子の局地モデルの運用を新たに開始した。今後も数多くの数値予報モ

デルの拡張・改良を予定しているとともに、局地モデルの予報作業への活用も検討されて

いる。モデルの大きな変革期を迎えるのを機に、あらためて数値予報に関する基礎的な知

識を広くご理解いただくという観点から本研修テキストをまとめることとした。 
 
第 1 部では、数値予報プロダクトの利用者が、航空・短期予報および週間天気予報を対

象とする数値予報の基礎について理解を深め、かつ最新の知見を得られるよう、数値予報

を構成する要素である、観測データの入手・品質管理、データ同化、予報モデル、アプリ

ケーションのそれぞれについて平易な解説を行う。ついで、プロダクトを利用する上で留

意しておくべき点を、数値予報の仕組みに立ち戻って解説したのちに、資料の見方と使い

方の基本をまとめ、平成 23 年台風第 12 号や平成 24 年 5 月 6 日の竜巻などを具体例として

取り上げる。 
 
第 2 部では、数値予報システムの最新情報を、局地モデルの本運用などのモデル改良の

話題とともに紹介する。さらに、平成 24 年 4 月の急速に発達した低気圧が最新のモデルと

最大風速ガイダンスでどの程度現象を予測できていたかについて詳細な事例検証を示す。 
 
本書は平成 6 年度に数値予報課報告・別冊第 41 号として発刊され、初任者のための入門

書として定評のある「数値予報の実際」の改訂版となるよう、各執筆者が力を込めて作成

したものである。数値予報資料の効果的利用の参考として、また現業数値予報の入門書と

して、幅広い分野の方々に本研修テキストが有効に活用されることを期待している。 
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